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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

第１問 問４生 物

教科書の知識と複数の実験結果を関連づけて考察する問題

2021年度大学入学共通テスト
「生物」
受験者数： 57,856人
平均点： 72.65点
標準偏差： 18.56

【出典】 問題・データとも、2021年度大学入学共通テスト（第１日程）より。
データは「中間集計その２」（令和３年１月22日公表）のもので、平均点・標準偏差は得点調整前のものです。
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第１問は、ラクターゼ遺伝子を題材に、糖の吸収、遺伝子発現、遺伝子頻度、分子進化
などを扱った融合問題でした。問４は、ヒトにおけるラクターゼ遺伝子の分子進化を、実
験１～３の結果と遺伝子発現に関する知識を統合させて考察する問題でした。
この問題では、一塩基多型（SNP）や調節タンパク質、分子進化に関する知識や理解
をもとに、実験１で示された世界の６つの地域における遺伝子頻度のデータ、実験２で
示された対立遺伝子TとCの形質の違い、さらには実験３で示されたヒトの先祖型がC
であることなど、複数の情報を統合して考察する力が求められました。

このような問題を解くためには、ベースとなる知識・理解が不可欠です。しかし「生物」
の教科書に記載されている知識量は非常に多いのも事実です。「生物」を学習し始め
る高２のこの時期だからこそ、授業の進度とともに、教科書レベルの知識を定着させて
いくことが最も重要と考えます。また、習得した知識や理解の使い方を身につけること
も大切です。そのためには、実践的な問題演習が欠かせませんが、今回取り上げた問
題は、比較的平易なレベルです。高２の段階では、このようなレベルの問題（問題の一
部分でも可能）を共通テスト（センター試験）や模試の過去問などからピックアップし、
授業や課題などで生徒に取り組ませることが考えられます。その際、知識・理解をもと
に考察していく視点を持たせて問題に取り組ませることも重要であると考えます。

出 題 の 特 徴
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第１問 問４生 物

教科書の知識と複数の実験結果を関連づけて考察する問題

教材のご紹介
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教材のご紹介… 「2022共通テスト対策【実力完成】直前演習 生物」

教科書の知識と複数の実験結果を関連づけて考察する問題 解答解説

定価880円（税込み）

第６回 第５問 Ｂ 問８

2022版は6月発刊予定で、
4月から見本請求の受け付
けを開始します。

紙面は2021版のものです。

解答に必要な知

識や考え方を分

かりやすく解説

この問題で求め

られる力を明示

～中略～


